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大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 RE START ～人との繋がりを大切に～ 」

（2ページに続く）

水と衛生月間

みなさんこんにちは。
本日は新会員の藤井経悟（けいご）様をお迎えるするこ
とができました。ようこそ大阪鶴見ロータリークラブへ！

先ほどのオリエンテーションの資料にロータリーの10
徳というのがありました。

１、交流関係が広くなる
２、常識が広くなる
３、行儀が良くなる
４、おおらかになる
５、社交的になる
６、顔に品が出てくる
７、几帳面になる
８、話題が豊富になる
９、健康になる
１０、家族が喜ぶ

我らの生業 花

〈第1820回〉 2024年3月19日（火） 本年度第26回

担当：山崎会員

IM第3組ロータリーデー
慰労夜例会　ロータリーデー最終打合せ

担当：山崎会員

3月26日（火）

だそうです。
アットホームなクラブですので、一緒に活動をしてい
きましょう。よろしくお願いします。

さて今日は「「奉仕の理念」と「経営」について。
ロータリーの「奉仕の理念」を自らの経営で実践す
ることが、ロータリアン には求められます。その範例と
なる１人の日本人ロータリアンを ご紹介します。
 
松下幸之助さん ( 大 阪ロータリークララブ ) 
1894-1989 松下幸之助さんは、松下電器産業(現パナソ
ニック)の創業者として知らない人はいませんが、大阪
ロータリークラブの篤実な会員でもありました。松下さ
んの背広の襟には、いつも松下の社章とともにロータリ
ーバッジが付けられていました。 
大阪ロータリークラブの例会にメイクした人がSAA
をやっていた松下さんにゲスト席まで丁重に案内されて
恐縮した、とか、別のある人がメイクしたときは、会場
で席を探していたら、松下さんに手招きされて隣に座ら
され、「君、松下君と呼んでくれたまえ」と言われて困っ
た、とかのエピソードが残されています。 



（１ページより）

松下さんが「奉仕」に目覚めたのは、昭和7(1932)年の
ことでした。ある人に誘われて天理教本部に見学に行っ
たとき、そこで生き生きと奉仕活動をする信者を見て、社
会的使命のために働くことが幸福を導くことを悟ったの
です。 松下さんが37歳のときでした。後に松下さんはこ
の年を「命知元年」と呼んでいます。 
パナソニックのウェブサイトには、経営理念として、松
下さんが昭和 4年に掲げた「綱領」が載っています。 
松下さんが昭和55(1980)年に書いた本の中で、「企業

の社会的責任」とは何か を定義しています。

『企業の社会的責任』とは、

これは、言わば松下幸之助さんのCSR論ですが、ロータ
リーの職業奉仕理念 そのものにも思えます。

1 企業の本来の事業を通じて、社会生活の向上、人び
との幸せに貢献していくこと。
2 その事業活動から適正な利益を生み出し、それをい
ろいろな形で国家社会に還元していくこと。
3 そうした企業活動の過程が、社会と調和したもので
はなくてはならないこと。 

￥2,000-　　　　累計　￥121,000.-

IM3組RD実行委員会報告 委員長
山崎　修一

赤井会員 超ビッグウェーブばかりを乗り越えることが
出来たのは妻とロータリーのおかげで
す！！

稲垣会員 藤井さん　ご入会ありがとうございます
これから一緒によろしくお願いします

津野会員 藤井さん！　楽しくいきましょうぜ！

水間会員 藤井さん、ご入会を心より歓迎致します。
みんな優しい人達ばかりですので、ご安心
下さい。でもロータリーの仕事はちょっとだ
けしんどいかもね。

秀島会員 国際交流基金へのご寄付、よろしくお願い
します

田中(信)会 藤井さんの入会を歓迎致します。

累計　￥358,000.-￥26000.-

幹事報告 幹事：稲垣 良二

本日、藤井経悟さんの入会手続きを終えました。
これから一緒にロータリー活動をよろしくお願いします。
いよいよロータリーデー開催が来週末となりました。来

週19日は祝日週ですが、RD準備のための例会を開催しま
すので、皆さまご出席をお願いします。
また19日には、フレッシュロータリアン研修が開催され

ます。
26日は昼の例会は無く、夜例会ですのでお間違え無く。

19日には最終のリハーサルを下記の資料の基づいて実
施いたします。

１　「当日参加の皆様へ ご連絡事項」
       （鳥居登録委員長作成 受付配置図）
２　物品リスト（吉羽会場委員長作成）
３　司会文（須田SAA委員長、小栗副委員長作成）
４　当日シナリオ
      （山本総務委員長、水間副委員長作成）
５　会場指定座席表（鳥居登録委員長作成）

全員の出席、よろしくお願いいたします。

会 社 名： 大興産業　株式会社
会 員 名： 藤井　経悟（ふじい　けいご）

職業分類： 不動産業
趣　味　： 旅行・グルメ・ゴルフ・フットサル

事 業 所： 大阪市中央区淡路町2-6-5-2F

新入会員のご紹介



卓  話

担当：鳥居会員

3月12日【1819回】

会員数　 　 　 　 2 7 名

（内出席規定免除  9名）

出席会員   18名中 14名

出席免除会員  9名中  5名 

出 席 率 17/22  77.27%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 19名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ1名

修正出席率 2月27日 277.27%

当クラブは１９８４年の創立当初から主に海外の留学
生に対する支援を行い、国際交流基金を立ち上げました。
その後３０年経って、世界における日本の地位の相対的
低下に伴って、日本の若者が海外の若者に比べ内向きで
向上心に欠ける傾向が目に付くようになりました。

それではいけないと、２０１４年１１月1日の30周年
記念事業において、日本の若者たちの目を海外に向けても
らい、海外での活動を志向する日本の若者たちを支援する
こと、それと共に日本の若者たちの志をかかる方向に導こ
うとしている教育や事業についても支援の手をさし伸べた
いという視点をもって、冒頭に原丈二氏から「志ある若者
に向けて」の題でビデオメセージを頂きました。
その内容を踏まえて、海外に目を向けた志ある若者達約

４０名でバズセッションを行い好評を博しました。にもか
かわらずその後の１０年、当クラブのこのような思いは途
切れたまま今日に至っております。

この途切れた思いを継げるために、特別事業奉仕、国際
奉仕、国際交流基金運営の３委員会の合同委員会を立ち
上げました。
第１回会合では、原丈二氏の「志ある若者に向けて」の

メセージを踏まえて、海外での活動を志向し実行した日本
の若者たちからその体験を聞き取り調査し、その結果を共
通認識とした上で、かかる志のある若者を支援する方策を
打ち出すことが決まりました。

担当：菊井会員

クラブフォーラム
国際奉仕部門

しかし、体験者からの聞き取りの実現が難しいことから、
その代替として、滋慶学園作成の体験者からの聞き取り冊
子を、当クラブの会員全員に配布するべくその取得に尽力
しているところです。

さりながら、今回の国際奉仕クラブフォーラムには間に
合いませんでしたので、取り敢えず原丈二氏のビデオメッ
セージを会員の皆様に見ていただき、当クラブの今後の日
本の若者支援策に継げていきたいと考えております。

聴取後、田中信明合同委員会座長から、２０１４年の
上記原丈二氏のメッセージで実現したいと言われていた
企画が、この１０年でどれだけ実現されたのか調査する必
要があるとの貴重なご意見が出され、山崎修一会員が引
き受けてくれることになりました。
今後も引き続き当クラブの思いが継続されることを祈っ

ております。




